
東温市事務事業評価シート　平成25年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 4

3 4 4 3

・もっと中学生に魅力の有る、興味の有る、参加して良かった！ためになった！と言う講座を実施してください。
・Ｊｒリーダー経験者の中には、５年後成人式実行委員会のメンバーとして活躍している人もいるため事業の成果は十分にありますの
で、今後も継続して下さい。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

学校の枠を超えた中学生対象の年間講座は、県内の他の市町ではあまり事例がありません。学校ではできない体験をすることは、青少年の成長
に必要です。

有効性
事業を実施し他校の生徒との交流を通して協調性、自主性を身につけるのに有効です。また、さまざまな体験から生きる力を養います。講座内容
は、いろいろな経験が出来るよう毎年見直していきます。

達成度 年により参加者の人数は増減するが、ほぼ達成しています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,355 1,228 1,408

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

青少年の豊かな人間性を育むため、社会の変化とともに事業を見直し、内容の変更を行いながら、子どもの成長にとって魅力ある講座、為になる
講座を安全を考慮しながら実施する必要があります。

効率性 なるべく予算をかけない方法で実施しておりますが、体験の楽しさを感じられる事業を効果的に実施していきます。

改　革
計　画

アンケートやインターネット等による情報収集力の強化、指導者の育成、スキルアップのため、研修参加を検討していきます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 351 216 410

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.166 1,004 0.166 1,012 0.166 998

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 351 216 410

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

講座参加者数 参加者の実数 人
30 30 30 30

35 21

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）青少年団体、リーダーの育成

事業区分

事業の対象 東温市内の中学生 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 青少年の健全育成

023 1006 事務事業名 Ｊｒ．リーダー育成講座事業 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
新しい時代を切り拓く積極的な心を育て、次代の指導
者として育成します。

今年度
体験学習を通し、生き抜く力を習得し、仲間や地域の人々と
の連帯感を深め、一人一人の自己教育力の確立を目指しま
す。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

6月9日（日）　開講式（東温消防署にて一般救命講習） 3月16日（日）　閉講式（クライミングウォール体験）

8月21・22日（水・木）　野外体験キャンプ（松山市中島大串
キャンプ場）

12月26日（木）　冬季事業（久万スキーランドでのスノーボー
ド体験）

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成25年度実施事業対象

№ ― 8

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 3

3 4 3 3

・児童の健全育成に貢献できるよう講座を充実させてください。
・わんぱく広場　→　Ｊｒリーダー　→　成人式実行委員と、将来的に市の事業に関わりを持てるような事業にして下さい。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

　実施方法は、各市町で違いはありますが、ほとんどの市町で独自に実施されております。また、学校で行う活動には限界があるため、活動を補
い、学校ではできない体験をさせることは必要です。

有効性 学校ではできない講座内容を考えて実施しております。また講座を通して他校の児童との交流や協調性、自主性を身につけるのに有効です。

達成度
次年度も続けて講座に参加してくれる児童もおり、また少子化で児童数が減少しているにもかかわらす、参加数もほぼ毎年一緒となっているた
め、概ね達成できています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,298 1,215 1,427

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

児童の健全育成を推進できるよう、体験型の講座を充実させ、より良いものを提供できるように検討する必要があると考えます。

効率性 なるべく予算をかけないように考えて実施しておりますが、ボランティア制度等を利用し、さらなる効率性を検討する必要があると考えます。

改　革
計　画

他市町の実施内容等の情報を収集し、改善を検討していきます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 324 234 459

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.161 974 0.161 981 0.161 968

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 324 234 459

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

86

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

講座参加募集数 講座参加数 人
80 50 50 50

104 54

アンケート満足度
満足度5段階評価（5点満点）5及
び4採点者数/参加人数

％
100 100 100 100

92

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし事業区分

事業の対象 東温市内に在住している小学４年から６年生の児童 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 青少年の健全育成

023 1011 事務事業名 わんぱく広場事業 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
体験活動を通じて、地域の自然・文化を再認識させ、仲
間意識・連帯感の高揚を図り、子どもに生きる力・創造
力・健全な心身を養うことを目的とします。

今年度
体験活動を通じて仲間と協力し、自ら行動する力を養いま
す。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

5月18日（土）開講式・皿ヶ嶺登山 11月9日（土）氷の上で遊ぼう！(イヨテツスポーツセンター)

8月7日（水）～8日（木）夏季教育キャンプ(マリンパーク新居
浜)

2月16日（日）銃剣道体験・閉講式(拝志小学校体育館)

9月7日（土）かすみの森で遊ぼう！

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成25年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～ 25 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

24 25 26

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 3

4 4 3 4

該当

事業の目的 最終的

市内でも一番自然環境が豊かな滑川地区に研修棟・炊
事棟を整備し、自然体験を通じて青少年の健全育成及
び観光客の利用促進を図り、高齢化が進む滑川地区の
活性化を目指します。

今年度
旧滑川小学校校舎 解体撤去　・研修棟 木造平屋建 建築面
積約243㎡ 新築　・炊事棟 木造平屋建 建築面積約33㎡ 新
築　・ほか付帯工事

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 生涯学習課 係　　名 社会教育係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

工事の実施

条例、施行規則の制定

成果指標

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間事業区分

事業の対象 東温市の青少年、入込観光客 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ３ 青少年の健全育成

023 1021 事務事業名 滑川野外活動研修施設整備事業 細事務事業名 滑川野外活動研修施設整備事業

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

利用者数（大人）
補助事業であるため、費用対効
果が求められます。

人
－ － － 330

－ －

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 40,798 0 平成24年度　実施設計
平成25年度　工事

地方債 2,900 29,400 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 93 1,313 0

計(Ａ) 2,993 71,511 0

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.100 605 0.150 914 0.000 0

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,598 72,425 0

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 社会教育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

施設完成後の利用者の確保が必須です。

効率性
建築費用に関しては、施設の簡素化を図り経費を節減します。
管理については、地元に施設管理委託等を行い、経費節減と施設の健全な運営の両立を目指します。

改　革
計　画

各種学校と連携を取るほか、イベント等を積極的に計画し実施する必要があります。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

平成２６年４月より利用開始となり、多くの市民の皆様に利用して頂くため、各種学校との連携や啓発を行って下さい。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

研修施設は公共性の高い施設であり、収益性を追求する民間企業では同様のサービスを提供することは困難と考えられます。

有効性
社会環境の変化から、青少年期に自然体験する機会が減少し、結果、コミュニケーション能力等の低下が指摘されています。　そこで、青少年の
健全育成に有効な自然体験が行える施設を整備し、また、観光客の利用促進を図ります。

達成度 施設は平成25年度に完成しました。

必要性


